
◆主な取り組みの追加・削除及び必要な見直し等一覧

No.

柱

小柱－

具体的施策

総合計画

ページ数
改正内容（見え消し） 改正理由 担当課名

1

第2章-第2節

2（1）

基本方針

72
（1）基本方針

（基本構想『第２１章第４５節 土地利用にあたっての基本方針』再掲）
錯誤のため。 企画課

2

第1節

1－①

取り組み②

82

取り組み②避難行動要支援者の支援体制の整備

・自主防災組織と地域活動、ボランティアセンターが連携し、災害時の個別避難計画支援プラン の作

成支援を通じて、地域の自主性を強化し相互扶助の取り組みを活性化させる。

2024年（令和６年）６月１日要綱改正

による。
防災安全課

3

第1節

1－①

取り組み⑦

―

（新規）

取り組み⑦誰一人取り残さない地域共生社会の実現

説明

　現在、多くの地域生活課題が発生している中で、課題を悪化させている原因として孤独・孤立の問

題がある。本市が地域共生社会をめざす中で、誰一人取り残さない包括的な相談支援体制の構築を地

域や関係機関と連携して進めるもの。

【参考】予算事業名

　地域福祉推進事業

　地域共生社会推進事業

孤立・孤独対策推進法が施行されたこ

とに伴い、地域共生社会の実現をめざ

す本市として、誰一人も取り残さない

包括的な相談支援体制を構築すること

を明確にするため、新たに取り組みを

追加するもの。

社会福祉課

4

第1節

3－①

取り組み①

90

取り組み①高齢者の運動の機会の促進と啓発

・高齢者が運動やスポーツに対し関心を高め、習慣化を図るために、歩行やゲーム機を使用したｅス

ポーツ等手軽に始められて、かつ継続して続けられる取り組みを進める。の普及に取り組む。

事業の見直しを行うため。 社会福祉課

5

第1節

3－①

取り組み②

91

取り組み②要介護状態になるおそれのある者への支援

・要介護状態になるおそれのある者に対して、各種データ等を用いて、より効果の高い短期集中的に

介護予防事業を提供する。また、必要と思われる者が、できるだけ早期に参加するよう啓発を行い、

積極的な介護予防事業への参加を促していく。活動を実施し、改善をめざす通所型サービスや、住民

主体の団体による家事等の支援を行う介護予防事業（住民主体による訪問型サービス）を行う。

事業の見直しを行うため。 社会福祉課
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6

第1節

3－①

取り組み⑥

―

（新規）

取り組み⑥認知症になっても住み慣れた地域で安心・安全に暮らせるための支援

説明

　認知症予防の取り組みを継続しつつ、認知症に対する正しい知識及び認知症の人に対する正しい理

解を進めるための取り組みを、認知症の方やそのご家族等の意見を反映しながらすすめていく。

【参考】予算事業名

　認知症総合支援事業

認知症基本法の施行により市、市民に

対する認知症に対する正しい知識及び

認知症の人に対する正しい理解を進め

るための努力義務が規定されたため、

新たに取り組みを追加するもの。

社会福祉課

7

第1節

3－②

取り組み②

92

取り組み②地域密着型サービスの提供

【参考】予算事業名

介護サービス等給付事業 一般管理事務費

予算事業名が変更となったため。 高齢介護課

8

第1節

5－①

取り組み③

102

取り組み③産後ケア事業による支援

・心身のケアや育児サポート等を行い、産後安心して子育てができるよう支援するため、産後１年未

満の産婦とその子を対象に、宿泊型、通所型及び訪問型のサービスを実施し、産婦の健康管理及び生

活指導、乳房ケア・授乳指導、乳児の発育・発達観察、家庭に戻ってからの子育てや生活の相談・指

導等を行う。

乳房ケアは医療行為に当たる内容と保

健の範囲内のものと両方あり、医療行

為のみ対象とするため、誤解を招かな

いよう削除するもの。

子育て支援課

9

第1節

5－②

取り組み⑧

106

取り組み⑧　ほっとスペース、自然の遊び場（プレイパーク等）の運営

・家庭・地域・学校の連携のもとに、小学生の放課後の居場所、遊び場及び異年齢交流の場を確保す

る。

・逗子の自然やまちの環境を生かした遊び場を活用し、子どもの外遊びの機会を提供する。

財政対策により2021年度（令和３年

度）をもって自然の遊びの場運営事業

を終了したため。

子育て支援課

10

第1節

5－②

取り組み⑨

106

取り組み⑨子育てに係る相談の充実

【参考】予算事業名

こども家庭センター子ども家庭総合支援拠点運営事業

予算事業名が変更となったため。 子育て支援課

11

第1節

5－②

取り組み⑮

107

取り組み⑮要保護児童に対する取り組み

【参考】予算事業名

こども家庭センター子ども家庭総合支援拠点運営事業

予算事業名が変更となったため。 子育て支援課

12

第1節

5－②

取り組み⑯

107

取り組み⑯居場所づくりへの支援

【参考】予算事業名

こども発達支援センター運営事業 ー

予算事業名が変更となったため。
子育て支援課

療育教育総合センター
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13

第1節

5－②

取り組み⑰

107

（新規）

取り組み⑰（仮称）逗子市子ども基本条例の制定

説明

　・令和７年度から（仮称）逗子市子ども基本条例の制定に向けて子ども・子育て会議、関係所管や

関係機関との議論を行う。その中で当事者である子ども・若者の意見を聴取し意見を反映させる。

【参考】予算事業名

　次世代育成支援対策事業

令和５年度にこども基本法の施行とこ

ども大綱に基づき市町村こども計画策

定が努力義務となった。逗子市子ど

も・子育て支援事業計画では、新たに

こども基本法、こども大綱、児童の権

利に関する条約を基に次代の社会を担

う全ての子どもや若者が身体的・精神

的・社会的に幸福な生活を送ることが

できる社会「こどもまんなか社会」を

目指す要素を加える。こどもまんなか

社会を目指し、こども基本法やこども

大綱の精神に則り（仮称）逗子市子ど

も基本条例を制定することから、新た

に取り組みを追加するもの。

子育て支援課

14

第1節

5－③

取り組み③

109

取り組み③様々な保育ニーズへの対応

・保育にかかるニーズ調査を実施し、様々なニーズに対応する保育を実施することで待機児童の削減

を図る。

・手法の一つとして、駅前送迎保育ステーション事業等の実施を検討する。

【参考】予算事業名

ー 駅前送迎保育ステーション実証事業

2023年度（令和５年度）に駅前送迎保

育ステーション実証事業を中止したた

め。

保育課

15

第1節

5－③

取り組み⑤

109

取り組み⑤子育てと仕事を両立させる環境整備

・自分らしく働き、暮らしやすいまちをめざすため、ライフスタイルに合った働き方のでき

る環境の創出を図る。職場内で子どもを預けながら働くことができる、「女性の新しい働き

方」を実現するため、保育的機能を職場内に有する事業所の開設費用を補助する補助金を交

付する。

事業の見直しを行ったため。 企画課

16

第2節

1－②

KPI

現状（2022.3）

115
KPI　市内で活動する生涯学習団体の総数が400を超えている。

現状（2022.3）　322 328
錯誤のため 市民協働課
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柱

小柱－

具体的施策

総合計画

ページ数
改正内容（見え消し） 改正理由 担当課名

17

第2節

1－②

取り組み①

115

取り組み①生涯学習活動の情報の提供

【参考】予算事業名

市民交流センター維持管理事業

生涯学習推進事業

予算事業名が変更となったため。 市民協働課

18

第2節

4－①

取り組み①

122

取り組み①教員の授業力・学級経営力・児童生徒指導力向上重点事業の推進

【参考】予算事業名

調査・研究事業 ー

予算事業名が変更となったため。
学校教育課

療育教育総合センター

19

第2節

4－①

取り組み⑥

123

取り組み⑥　学校給食の安定的な提供

・市立小・中学校において安全な給食を提供する。

・学校給食事業を公会計化する。

文部科学省において、教員の業務負担

の軽減等に向け、学校給食費の公会計

化が推進されている中、本市において

も公会計化をめざすため。

学校教育課

20

第2節

4－②

取り組み④

125

取り組み④支援が必要な児童・生徒についての情報共有の充実

・巡回チームによるフィードバックや校内研修、夏季に悉皆研修として実施する支援教育研修会を通

して、支援教育について理解を深め、適切な支援シートの作成・活用の推進を図る。

内容の見直しを行い、悉皆ではなく通

常の夏季研修としたため。

学校教育課

療育教育総合センター

21

第3節

1－①

取り組み①

134

取り組み①自然の回廊プロジェクト事業の推進

・「自然の回廊プロジェクト」として、自然と人が調和し、回遊性と活力のあるまちづくりを図るた

め、「自然の回廊プロジェクト」を活用推進する市民団体の活動を支援する。

自然の回廊プロジェクトメンバーによ

る案内板の設置やマップの作成等の推

進活動は完了し一定の成果を得た。今

後は自然の回廊を活用する市民団体の

支援を進めることから、KPIの表記に

合わせるため。

経済観光課

22

第3節

1－②

取り組み⑥

136

（削除）

取り組み⑥　地域制緑地の活用

・特別緑地保全地区の指定を始め、樹林地の特性に応じた保全を図る。

財政対策プログラムによる事業休止と

特別緑地保全地区の候補地のほぼ全て

がレッドゾーンに指定されたことを契

機に、無秩序な市街地化が行われる恐

れがないことから、指定に伴う土地の

買い入れを求められる当該事業の積極

的な展開を行わないこととしたため。

緑政課
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柱
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23

第3節

1－⑤

取り組み①

141
取り組み①　国際環境認証ブルーフラッグの継続取得 良好な逗子海岸、海水浴場の環境の推進

※No.27と同様の変更。

良好な逗子海岸や海水浴場の環境の推

進に資する取り組みを包含する取り組

み名に変更するもの。

経済観光課

24

第4節

3－①

取り組み②

173

取り組み②自家用車に頼らないまちづくりの推進

・公共交通機関の利用促進、シェアサイクル・カーシェアリングの検討など、自家用車に頼らずとも

生活できる環境づくりに取り組む。

・交通を地域の暮らしと一体として捉え、コミュニティバス等の持続可能な地域交通の導入に向け、

市と地域が協働して行う取り組みを推進する。

・バス、電車への乗り換えを容易とするシステムの実施を検討する。

・自家用車に頼ることなく、誰でも気兼ねなくおでかけできる状態を構築し、それによって地域を持

続可能とするため、地域・交通事業者・市等、関係者が一堂に会する場である地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律にもとづく法定協議会において、地域公共交通計画を策定し、計画に位置付け

られた事業を実施する。

・地域公共交通計画策定後も、地域公共交通に関する状況を関係者で定期的に共有し、施策の改善を

図れる体制を構築する。

施策の方針転換により、事業の変更が

生じたため。
環境都市課

25

第4節

4－①

取り組み②

175

取り組み②　東逗子地域の活性化をめざしたJR東逗子駅前複合施設整備用地活用事業の推進

【参考】予算事業名

JR東逗子駅前複合施設整備 用地活用事業

令和５年度に基本計画を策定し、活用

の方向性が定まったため。
企画課

26

第4節

5－①

現況・課題

181

具体的施策①海岸保全活用事業の推進

≪現況・課題≫

近年、特に海水浴場開設期間中は新型コロナウイルス感染症対策を行うとともに、治安、風紀の乱れ

等が顕在化し、魅力が薄れていることから、安全で快適な海水浴場の開設に努める必要がある。

四季を通して来訪者に親しまれる海岸となるよう環境整備を行う必要がある。

新型コロナウイルス感染症対策の状況

が変化したため。
経済観光課

27

第4節

5－①

取り組み③

183

【３－１再掲】

取り組み③　国際環境認証ブルーフラッグの継続取得 良好な逗子海岸、海水浴場の環境の推進

※No.23と同様の変更。

良好な逗子海岸や海水浴場の環境の推

進に資する取り組みを包含する取り組

み名に変更するもの。

経済観光課

5
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28

第4節

5－②

現況・課題

184

具体的施策②商工業振興の推進

≪現況・課題≫

商業においては、買い物客等の市外流出の現象が見られる。個人商店においては売上げが伸びず、経

営者の高齢化により情報化への対応が遅れており、支援を考慮する必要がある。

また、情報化や物価高、人件費上昇新型コロナウイルス感染症対策等の社会変化の状況を踏まえたう

えで、商業の活性化に向け方向性を検討していく必要がある。

新型コロナウイルス感染症対策から物

価高・人件費上昇等へと社会状況が変

化したため。

経済観光課

29

第4節

5－②

取り組み①

184

取り組み①逗子市商工会や市内商店街への支援

・物価高、人件費上昇新型コロナウイルス感染症の感染症対策等社会変化に応じた事業者への相談窓

口の設置を支援する。

新型コロナウイルス感染症対策から物

価高・人件費上昇等へと社会状況が変

化したため。

経済観光課

30

第4節

5－③

取り組み①

186 取り組み①　小坪漁港活用・活性化（海業）の推進
漁港漁場整備法改正により海業の推進

が位置付けられたため。
経済観光課

31

第4節

5－④

現況・課題

188

具体的施策④創業への支援

≪現況・課題≫

創業支援講座において、多種多様な創業の意志がある人が積極的に参加している。

一方、物価高、人件費上昇新型コロナウイルス感染症対策等の社会変化に応じた事業運営や事業展開

が求められている。それらを踏まえ、個性豊かな産業が生まれやすい土壌をつくる必要がある。

新型コロナウイルス感染症対策から物

価高・人件費上昇等へと社会状況が変

化したため。

経済観光課

32

第4節

5－⑤

取り組み①

189
取り組み①　テレワーク、クラウドソーシング等の推進に関する取り組み

・テレワークやクラウドソーシング等の推進を図る。
事業の見直しを行ったため。 企画課

33

第4節

5－⑤

取り組み②

189

取り組み②女性の就労支援

・職場内で子どもを預けながら働くことができる、「女性の新しい働き方」を実現するため、保育的

機能を職場内に有する事業所の開設費用を補助する補助金を交付する。自分らしく働き、暮らしやす

いまちをめざすため、ライフスタイルに合った働き方のできる環境の創出・スキルの向上等を図る。

事業の見直しを行ったため。 企画課

34

第5節

2－②

取り組み①

201 取り組み①　（仮）ずし男女平等参画プラン2030の推進
2023年（令和５年）３月に、ずし男女

平等参画プラン2030を策定したため。
市民協働課

6


